
平成２９年度第３回東広島市入札監視委員会会議概要 

 

１ 会議名 

  平成２９年度第３回入札監視委員会 

 

２ 開催日時・場所 

  平成２９年１１月２８日（火） 午後３時３０分から午後４時３０分まで 

  東広島市役所本館４階 入札室 

 

３ 出席委員 

  横山委員、岩元委員、早川委員、宮本委員、石垣委員 

 

４ 出席職員 

総務部長、総務部技術調整監、建設部次長兼河川港湾課長、都市部次長兼都市整備課長、下

水道部下水道建設課長、水道局工務課長、事務局員 

 

５ 会議の概要  

 (1) 入札及び契約手続に係る運用状況の報告について 

次の事項について、事務局から説明を行った。 

  ア 入札方式別発注工事の状況 

  イ 指名除外措置の運用状況 

 

 (2) 検証対象工事の検証について 

  次の検証対象工事について、入札参加資格要件、工事概要等を事務局及び施工担当課から説

明を行った。 

ア 平成２９年度 東広島市下水道事業 寺家地区汚水管渠建設工事（東 29-1） 

  イ 平成２９年度 街路整備事業 西条中央巡回線（寺家工区）橋梁下部工事 

  ウ 平成２９年度 河川整備事業 大谷川河川整備工事 

  エ 平成２９年度 上水道拡張事業 八本松東七丁目地区配水管布設工事 

  オ 平成２９年度 管路更新事業 高屋（中島台団地他）地区配水管布設替工事 

 

 (3) その他 

  ア 次回委員会の開催について 

    平成２９年度第４回委員会の開催は平成３０年２月の予定とし、後日調整を行うことで

決定した。 

  イ 次回の検証工事抽出委員について 

    抽出委員は配布した名簿の順とし、次回の抽出は横山委員長が行うことで決定した。 

 

 



 

６ 発言の内容 

 (1) 入札及び契約手続に係る運用状況の報告について 

   委員からの質問はなし。 

    

(2) 検証対象工事の検証について 

ア 平成２９年度 東広島市下水道事業 寺家地区汚水管渠建設工事（東29-1） 

発言者 内容 

委員 ランダム係数の状況を教えてください。 

  

事務局 比較的低めでした。 

  

委員 入札参加資格の設定の理由で、下請負契約金額が4,000万円以上は監理技

術者が必要、となっていますが、金額に何か基準はあるのでしょうか。 

  

事務局 土木一式工事の場合、下請負契約金額4,000万円以上となる工事は、建設 

業法の規定により、監理技術者を置かなければならないとされております。 

  

 

イ 平成２９年度 街路整備事業 西条中央巡回線（寺家工区）橋梁下部工事 

発言者 内容 

委員 総合評価に関して、各業者の提案内容は、後に公開されるのですか。 

  

事務局 業者固有の技術情報が含まれていますので、公表はしておりません。 

  

委員 評価値の計算式には、根拠はあるのですか。 

  

事務局 国がモデルとして示しているもの、又は国のモデルに準拠しています。 

  

 

ウ 平成２９年度 河川整備事業 大谷川河川整備工事 

発言者 内容 

委員 6者の応札がありながら、5者が無効となっている事情等が分かれば教えて

ください。 

  

事務局 この工事は、施工の難易度が比較的低い工事であったため、応札者が多か

ったのではないかと思われます。 

また、ランダム係数も比較的高めであったため、このような結果となりま

した。 

  

 



 

エ 平成２９年度 上水道拡張事業 八本松東七丁目地区配水管布設工事 

発言者 内容 

委員 応札者が1者のみだったことについて、推測される理由はありますか。 

  

事務局 夜間施工に限定されていたこと、岩盤があること、切断する舗装の厚みが

1メートル程度あることなど、技術的な困難があったためと推定していま

す。 

  

委員 技術的な困難は積算に反映させていると思いますが、それでも応札者は少

ないのが実情なのでしょうか。 

  

事務局 技術的な困難は積算に反映させており、また、契約後にも施工状況に応じ

た変更契約は適切に行っておりますが、難工事の印象であったため、こうし

た結果になったものと考えております。 

  

 

オ 平成２９年度 管路更新事業 高屋（中島台団地他）地区配水管布設替工事 

発言者 内容 

委員 入札参加資格の説明の中で、技術者は「専任」で配置することを求めてい

ますが、「専任」には何か意味があるのでしょうか。 

  

事務局 建設業法上、監理技術者は「専任」で配置する必要があるためです。 

  

委員 配水管布設替工事は、どれくらいの周期、又は順番で行うものなのでしょ

うか。 

  

事務局 主に耐震継手ではなく、接着継手の塩ビ管を対象とし、これらが法定耐用

年数を迎える時期を目途として、計画的に更新を実施しています。 

  

委員 この工事は、一つ前の検証対象工事である「八本松東七丁目地区配水管布

設工事」と似たような工事内容だと思いますが、求める技術者の要件が異な

ることについては、何か理由がありますか。 

  

事務局 「八本松東七丁目地区配水管布設工事」は、ダクタイル鋳鉄管を用いる区

間があり、それに対応した技術者を求めていましたが、こちらの工事ではダ

クタイル鋳鉄管を使用しませんので、技術者の要件が一部異なっておりま

す。 

  

 

 


